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不 織 布 を 挺 体 と し た 固 定 化 リ パ ーゼ に よ る エ ス テ ル 合 成

（筑 波 大 ・応 生 化 、汨 本 バ イ リ ー
ン   ）

○ 浜 va　一夫 　 木 村 文 紀
箪
　佐 藤 誠 吾 　 向 高 祐 邦 　 高 橋 穣 二

1 ） 目 的 　 微 水 系 に お け る リ バ ー
ゼ に よ る エ ス テ ル 合 成 に は 、反 応 系 の 水 分 の コ ン ト ロ

ー

ル が 難 し い こ と 、エ ス テ ル が 高 濃 度 で 得 ら れ な い こ と 等 の 問 題 が あ る 。そ れ ら を 解 決 す る

方 法 の
〜

っ と し て 、反 応 の 前 に リ バ ーゼ と 水 の 最 適 な 親 和 状 態 を 予 め 作 り 、 そ れ を不 織 布

上 に 保 持 さ せ る と い う 手 法 を 開 発 し た の で 報 告 す る 。

2 ） 方 法　　Candida 一 起 源 の リ パ ーゼ ーOF （名 糖 産 業 製 ） を 用 い 、2一プ ロ モ 酪 酸

と 1一オ ク タ ノ
ー

ル か ら の エ ス テ ル 合 成 を 行 っ た 。固 定 化 リ パ ーゼ は 、 酵 素 ど リ ン 酸 緩 衝 液

と 1一オ ク タ 丿 一
ル と の 混 液 を 撹 拌 し て 酵 索 を 凝 集 さ せ て ベ ー

ス ト 状 で 回 収 し 、不 織 布 上 に

均 一・
に コ

ーテ ィ ン グ す る こ と に よ り 調 製 し た 。 基 質 は 予 め モ レ キ ュ ラ
ー

シ ープ で 脱 水 し て

反 応 に 用 い た 。

3 ）結 果 　 リ ン 酸 緩 衝 液 （M／15 ．pH7 ．7 ） 10mC 、 1一オ ク タ ノ
ー

ル 90 鵡 お よ び 酵 素 粉 宋 4g よ り

な る 混 合 液 を 2 時 間 挽 拌 し て ベ ー
ス ト を 調 製 し た 場 合 に 、酵 素 と 水 の 最 適 な 親 和 状 態 が 得

ら れ た e こ の ベ ー
ス ト を 保 持 す る 担 体 で あ る 不 織 布 の 材 質 と し て は 疎 水 性 の ポ リ ブ ロ ピ レ

ン が 最 適 で あ リ 、反 応 速 度 は 不 織 布 の 衷 面 積 で は な く 、固 定 化 さ れ た 酵 素 蠱 に 比 例 し た 。

こ の 固 定 化 リ パ ーゼ を 用 い た 場 合 、30回 以 上 、800時 間 以 上 に わ た り 繰 り返 し 回 分 反 応 が

可 能 で あ り 、 そ の 間 水 分 の コ ン ト ロ
ー

ル は 全 く 必 要 な く 、活 性 の 低 下 も 見 ら れ な か っ た 。

各 回 と も 初 速 度 は 140 μ m ◎ 1／min ／g −enzyme で あ り 、反 応 le時 間 で 280g ／ 2 以 上 の エ ス テ ル が

合 成 さ れ た 。
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